
【日本より緑の親善大使 10名が長江へ植林活動に行ってきました！ 

～第 24回長江・緑の親善大使～】 

2016年 3月 4日（金）～3月 8日（火）4泊 5日の日程で実施、初参加 2名を

含む親善大使 10名で中国重慶市江津区の鼎山公園で植林してきました。 

 今回の植林場所は、2010年より「退耕還林」緑化プロジェクトの対象地とし

て、公園化（植生の回復を目指す保安林兼憩いの場所）する計画が進められて

おり、市民の緑化意識向上の体験の場としても活用される予定です。プログラ

ムのうち３日間は四川外語大生 4名と共に過ごし、地元住民や協力企業の重慶

ローソンの従業員の方とも協力し、総勢約 60名でサクラを植林、活動中は天候

に恵まれ、汗ばむぐらいの陽気となりました。 

重慶ローソンの本社にも訪問、親善大使より重慶ローソンが行っている環境問

題に対する取り組みを聞きました。お互い、今回植えたサクラが咲いたら、ま

た皆で再会してお花見できたらいいねとの声が交わされました。 

 

 

苗木が２～３ｍと高いので、 

 お互い協力し合って植えます。

 高層ビルと長江を背景に。

 植えた苗木をバッグに。


